
●来院される方へ
麻しんウイルスは感染力が非常に強い感染症のため、
麻しんが疑われる方の診察は、他の患者さんと分けて
対応させていただきます。
上記の症状のほか、海外渡航歴または麻しん患者発生
地域への移動歴、接触歴がある場合は

院内には入らずに、

 病院代表(0567-65-2511)までお電話ください。

麻しん(はしか)に注意！
感染力が非常に強いウイルスです

※「麻しん（はしか）の発生について」（愛知県）を加工して作成 海南病院 病院長

感染すると約10日後に発熱やせき、
鼻水といったかぜのような症状が現れます。
2～3日後熱が続いた後、39℃以上の
高熱と発疹が出現します。肺炎、
中耳炎を合併しやすく、患者1,000人に
1人の割合で脳炎が発症すると
言われています。

主な症状

愛知県では麻しん抗体検査を実施しています

麻しんに対する免疫があるかどうかは、抗体検査で確認することができます。
詳しくは、愛知県のホームページをご覧ください。

麻しん（はしか）について
詳細はこちら

麻しん抗体検査のお知らせ
詳細はこちら


